
  
２０１８年の抱負  

 

１． 「古希」を迎えるに当って  

右掲は、昨年９月２３日に発信した５５８号に添付した資料から  

切り抜いた物です。尊敬する広島の木原先生から毎週頂くディ  

リ―メッセージにあった「七十は得ること多し」に着目して書いた  

記事の一部です。今年は満６９才になり、いわゆる「古希」を迎え  

る事になります。私も自然と加齢による変調が各所に出ており、  

徐々に「弱気」になりつつあったのですが、先生の「七十は得る  

こと多し」に勇気づけられて発奮している所です。  

孔子の時代は７０才は稀であり、まさに「古希」だったと思いま  

すが、今は長寿大国と言われて男性も８０.７才となり、私に近い  

７０才の平均余命は１５.７２年で約８６才までいるとの事で、９０才  

に届く可能性も高くなっており男性でも約４分の１、９５才でも約９％が生存しているという長寿時代

なのです。今後も医学の発達で長寿化が進むと思われます。  

まさに、「百歳現役」を目指す時代になっており、その為には眼前の日々を健康に過ごす必要が

あるのです。眼前の日々が「充実」した物にするには、「夢」のような物が必要であり、木原先生か

ら７０代に「一花咲かす」と課題を頂いたのです。「もう一花」とはどんな物かイメージがつかないで

すが、一つは会社が発展するという事で「花」が開くのだと考えています。従って、孔子のように

「矩を諭えず」という安全運転ばかりではなさそうなのです。安全運転であるには蓄えが必要であり、

健康ならば自ずから蓄えが増えて行くので健康習慣を継続する必要があるのです。  

右掲はサミュエル・ウルマンの「青春」という詩ですが、真ん中  

の３行を拡大していますが、「信念・自信・希望」の３つを持ち  

続ける事が大切であり、若さとは肉体の若さではなく精神の若  

さだと説いているのです。まさに、失いかけていた「信念・自信  

・希望」の３拍子を取り戻すことが大切だと悟ったのです。これ  

からも健康習慣を持続して「１０年先の体力づくり」を目標にし  

て自分なりの道を歩んで行きたいと思っています。  

２．「寄る年波」ｖｓ「もう一花咲かせる」  

木原先生やサミュエル・ウルマンの「青春」に励まされて「もう一花咲かせる」と元気を出しています

が、「寄る年波」との戦いである事には相違ありません。「百歳現役」と口では言っても、現実の身

体の変化は隠せないものがあります。「健康習慣」として、毎日の「流れ」の中に織り込んで、ウオ

ーキングやカラオケそして地域の方との交流などを取り入れて充実感を増しています。さらに、昨

年から自炊を始めて調理をするようになり、お蔭様で減塩効果が出ており血圧もまずまずの範囲

で推移しています。経営の方もお客様に恵まれて黒字が続いており、少しずつ余裕を取り戻して

います。  

このようなベースがあっての「もう一花」だと実感しています。中小企業家同友会「理念」のいの一

番が「自主的近代化と強靭な経営体質づくり」ですが、まずは、健康でありお客様に恵まれて経営

が安定する事が肝腎であります。「もう一花」はどのような咲き方が分からないが必ず来ると信じて

「福の神様」を待ちたいと思っています。その為に、「信念・自信・希望」の３つを持ち続けたいと思

います。「希望」はベースをしっかりさせないと実現のチャンスが来ないと覚悟して、「信念」を貫き

「自信」がグラつかないようにして行きたいと思っています。  

 

 



  
３．世代交代へ準備  

‘９５年７月３日に創業したので本年は創業２３周年を迎えます。右掲は５３０  

号に掲載した物です。新潟の中小企業家同友会の物と日経新聞の物と２つ  

載せています。日経の数字は３０年後は０.０２５％と新潟同友会の１７.６％とは  

かけ離れた数値になっています。「企業３０年説」が都市伝説的にありますが、  

両方の数値から見ても３０年が一つのポイントと思います。  

当社が３０周年の時、私は７６才なので辛うじて現役でおれるかという感じで  

います。現役を続けるには「資金ショート」しないという事がベースで、その為  

に「お客様」と「社員」がキーになります。「お客様」は「商品」にお金を払うの  

で「商品」を明確化しなければなりません。今、三男がシステムで頑張ってお  

り、お客様の業務改善に貢献しています。この経験を通じて得たものがベー  

スで、その蓄積で「効率化」と「信頼」を高めて行けると確信しています。  

去年、三男が中小企業家同友会の青年部に入会して、自身と商品を広める  

活動に着手しました。芸能人では顔を見て名前が浮かぶようになれば１億円  

の年収と言われるように、顔を広める事が経営者として重要な仕事と考えてい  

ます。「７人の友達」というトヨタの格言がありますが、三男にもいろんなタイプの友人が出来て、よ

い相談相手になって頂けることが重要と思っています。小さな会社が生き延びるのは難しい時代

ですが、多くの知人・友人を得て、その中から信者（ファン）が生まれれば、お客様の「業務改善」

という商品で貢献していけると確信しています。  

４．「信念」ｘ「自信」ｘ「希望」で「Ｊｏｙ＆Ｆｕｎ！」  

堀場製作所の故堀場雅夫さんを表す言葉に「Ｊｏｙ＆Ｆｕｎ」があります。Ｊｏｙは喜び、Ｆｕｎは楽しむ

という意味であり、Ｊｏｙ＆Ｆｕｎとつないで「おもしろおかしく」という風に使われています。ともかく、

仕事も人生の内なのだから、そして、少なくとも８時間（１日の１/３）を費やすので「楽しい」方が有

意義であるのは間違いがないのです。堀場さんの著書に「イヤならやめろ」がありますが、「イヤ」

になったと言えるほどトコトン努力したかと問われています。努力もしないで「イヤ」という人が多い

ように思いますが、それでは「負け犬」的ではないかと思います。私自身は、今年満６９才になり

「古希」という事ですが、サミュエル・ウルマンの「青春」にあるように精神の若さを保ち、その精神エ

ネルギーを発揮できる健康な体力を保持するように「健康習慣」を持続しています。  

まず、「信念」ですが、「２１世紀は企画の時代」という事を信じて船井総研で客員経営コンサルタ

ントの資格をとり、「形は心を動かす」と「ちらしはお客様への手紙」という信念で販促の指導に当た

っています。この「形」を実践する為に恵美さんがして信念を支えてくれています。また、「数字」と

いう「形」では三男の将男がシステムの面で頑張ってくれており「数字は命令する」を実践してくれ

ています。私の仕事としては、この２人と一緒に進める事で実績を挙げています。  

この「実績」が「自信」の素になっており、お客様をよくする事で自社も繁栄するという「希望」を持

ち続けています。「自信」と「希望」は相乗するもので、どちらが萎んでも「信念」ｘ「自信」ｘ「希望」

なので全体が萎んでしまいます。特に、「自信」という精神面が発するオーラが大切であり、オー

ラを失ったら魅力が薄れてしまうのです。もちろん、おじいちゃんである事に相違ないので、孫た

ちの成長も楽しみであります。同じように、地域社会とも交流が深まって行くので、この活動も「Ｊｏ

ｙ＆Ｆｕｎ」でなければ、意義がないと思っています。本当に、トコトンやり抜いて人生を多くの友

人と一緒に「Ｊｏｙ＆Ｆｕｎ」して行きたいと思っています。  
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